
隠岐ならではの
お土産を作ろう
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なぜお⼟産︖

元々、私たちは観光がテーマでした。

観光について調べていくと、隠岐にはたくさんのお⼟産があることを知りました。

コップやキーホルダー、そして⾷べ物などたくさんのお⼟産がありました。
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私たちが⽬指したい姿

実際に販売しているお⼟産のパッケージを⾃分たちで

デザインし、島外の⼈に買ってもらう。

幅広い年齢の⽅々に買っていただきたいです。
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販売実習を通して

・どんな⼈が買ってくれたのか（年齢・出⾝地など）

・もっとこうしたらよかったことなど

・どれくらい売れたのか
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買ってもらってどうする︖

島外からのお客さんに物を買っていただくことによって
外貨を得ることができる。

外貨を得ることによって隠岐の経済の発展に
つながると考えました。
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和菓⼦

なぜ和菓⼦に⽬を向けたのかというと、
隠岐でとれた素材を使ってお⼟産を作っていたり、
隠岐での伝統⾏事をモチーフに作ったお菓⼦があり、
「隠岐でとれた」という⾔葉に魅⼒を感じました。
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もっと知りたい︕
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実際にお店に⾏くと︖

お菓⼦にはたくさんの⼯夫がされており

実際に作っておられる⽅々の思いがたくさん込められていました。
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I g u r i

隠岐の伝統の隠岐いぐり凧揚げを

モチーフにしたパイのお菓⼦です。

箱にはいぐりの紹介が書いてある︕
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I g u r i

お菓⼦の形はいぐり凧形︕
バター⾵味たっぷりのパイ⽣地の
中は隠岐の藻塩⼊りつぶ餡
そしてもっちりとしたお餅が
⼊っていてとても美味しです。
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三共製菓

三共製菓さんに販売実習の計画のお⼿伝いをして
いただきたいと相談したところ許可を
頂くことができました︕
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販売するものは︖

隠岐で⼈気の
三共製菓さんの
Iguriです︕
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どんな感じで
販売するの︖

・箱の側⾯に隠岐の街並み

・箱の中に紙を⼀枚⼊れ、隠岐⾼校が
作った隠岐男くんがいぐり凧を揚げてい
る姿と、いぐり凧についての紹介
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さらに︕

オンラインショップでの販売︕

島外の⼈でも購⼊可能に
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いつ、どこで販売するの︖

今はまだ三共製菓さんと相談をしながら計画をしています。

たくさんの⼈にiguriを⾷べていただけるよう
精⼀杯頑張ります。
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ご清聴ありがとうございました

５班：澤・齋藤・吉塚・齋藤

16


